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国営ボリビアＴＶ放送設備の調査 
 

１．調査の背景・経緯 
中南米における地上デジタルテレビ放送の日本方式（ＩＳＤＢ－Ｔ方式）採用状況は、

２００６年６月２９日にブラジル（２００７年１２月放送開始）、２００９年４月２３日

にペルー（２０１０年３月３０日放送開始）、８月２８日にアルゼンチン（２０１０年４

月２８日放送開始）、９月１４日にチリ、１０月６日にベネズエラ、さらに２０１０年３

月２６日にエクアドル、５月２５日にコスタリカ、６月１日にパラグアイ、７月５日にボ

リビアが日本方式の採用を決定し、これで９カ国になりました。（参考：２０１０年６月

１１日にフィリピンが採用決定） 

既にボリビアは日本方式の採用を決定していますが、調査以前は、地上デジタルテレビ

放送方式の採用について検討中だったボリビアに、（財）ＪＫＡの補助事業として調査団

を派遣し、国営ボリビアＴＶ放送設備の状況調査を実施しました。 

 

○調査団員構成 主任調査員 横井 康和（総括、スタジオ設備調査） 

ＪＴＥＣ 放送技術部長 

調査員   佐藤 健市（送信設備調査） 

ＪＴＥＣ 上席コンサルタント 

○調査日程   ２０１０年６月４日（金）～６月２５日（金） ２２日間 
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２．調査の実施状況 
番組制作設備は、カメラを除いて殆どがアナログ機器です。将来のデジタル放送に備え、

これらのアナログ機器を２０１０年８月頃までにデジタル機器に変更する予定で、既に機

材は発注済み（米国グラスバレー社）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基幹放送所は、全国の９県庁所在地に一つずつあり、その他、全土に１２０ヶ所の中継

放送所（殆ど１００ｗ局）があります。これらにより、約７０％（人口比）をカバーして

います。更に、２０１１年までに１００ヶ所の中継放送所（殆どが１００ｗ以下の小電力）

を建設し、カバエリアを９０％に拡大する計画です。 

 

また、現在ボリビアＴＶは、首都ラパスの本部から同一番組を衛星経由で全国放送して

いますが、将来は、ボリビアを東西に分け、西部地域では、首都ラパスを中心とした文化

を取り入れた番組を制作・放送し、東部地域では、第二の都市サンタクルースを中心とし

た文化を取り入れた番組を制作・放送する計画を策定しています。 

 

調査の結果、地上デジタルテレビ放送に対応するための設備として、送信整備が必要と

の結論に至りました。なお、完全デジタル化への移行には、約１０年（～２０２０年）か

かるとののコメント（オフレコ）がありました。 
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